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特定非営利活動法人
ニッポン・アクティブライフ・クラブ
上田・千曲活動拠点
事務局：上田市真田町本原788-2香山方
TEL 0268-72-2538 FAX 0268-72-2539
URL:http://nalc-ueda.com/

ナルク上田・千曲第13回定時総会を開催しますナルク上田・千曲第13回定時総会を開催します
会員皆様のご出席をお待ちしております。6/20

( 木 )
6/20
( 木 ) 会　　場：上田市上野畑山 2644 旧香山邸

開催時間：総会は午後２時より　懇親会：午後４時頃より、会費：2000 円
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第
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懇
親
会

委任状提出のお願い
　総会に欠席される方は、
これから送ります往復はが
きに欠席会員のお名前を書
き捺印の上ご返信ください。

開催日 行事内容
毎週
月曜日

フォークダンス
会場：本原担い手センター

5/10( 金 ) サロン千曲川 PM6:30 ～
会場：季節料理「みちくさ」

5/14( 火 ) 運営委員会 AM10:30 ～
会場 :真田町本原・ポーラ香山邸

5/16( 木 ) サロン上田 PM12:00 ～
会場：カラオケ「まねきねこ」

5/17( 金 ) 古紙回収 AM8:00 ～
場所ポーラ本原、坂城は滝沢宅

5/27( 月 ) 本部総会へ ポーラ AM6:00 出発
本部総会 :大阪・ドーンセンター
☎ 06-6910-8500 大手前 1-3-46

5/28( 火 )
AM10:00～
6/14( 金 ) サロン千曲川 PM6:30 ～

会場：季節料理「みちくさ」

6/19( 水 ) 運営委員会 PM1:30 ～
会場 :上田市畑山・旧香山邸

6/20( 木 ) ナルク上田・千曲第 13 回総会
会場：旧香山邸　PM2:00 ～

５月・６月の行事日程

参加ご希望で足のない方はお申し出く
ださい。送迎いたします。

※マレットゴルフと免疫力アップ温泉

めぐりは一緒に開催することになりま

した。5・6月は総会のため休会。

　サロン上田の 6月は総会のため休会。

　ボウリングは9月25日(水)に開催。

　
　

は
じ
め
に

　

２
０
１
８
年
度
末
で
の
実

勢
は
（
か
っ
こ
内
は
前
年
実

績
及
び
前
年
比
）
、
会
員
数

２
４
３
名
（
２
３
１
名
、

１
０
５
％
）
、
１
６
５
世
帯

（
１
５
６
世
帯
、
１
０
６

％
）
、
年
間
時
間
預
託
点
数

１
９
８
７
点
（
１
０
８
５
点
、

１
１
０
％
）
、
年
間
奉
仕
活

動
点
数
２
３
０
点
（
２
５
２

点
、
91
％
）
と
、
前
年
度
に

比
較
し
ま
し
て
会
員
・
世
帯

数
と
も
に
約
5
～
6
％
増
や

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
時
間
預
託
点
数
も
10
％
ほ

ど
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
が
、
奉
仕
活
動
の
実
績
は

前
年
に
引
き
続
き
減
少
し
ま

し
た
。

　

具
体
的
な
時
間
預
託
活
動

に
つ
い
て
は
、
８
項
目
に
つ

い
て
の
実
施
項
目
を
決
め
、

取
り
組
み
ま
し
た
。

　

①
新
し
い
仲
間
を
50
名　

　

増
や
す

　

最
終
的
に
は
43
名
で
未
達

に
終
わ
り
ま
し
た
。
昨
年
度

は
47
名
で
し
た
が
、
そ
れ
を

も
下
回
り
ま
し
た
。
や
は
り

50
名
の
壁
は
厳
し
い
と
痛
感

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
年
間

の
退
会
会
員
は
31
名
で
、
全

体
的
に
は
12
名
の
純
増
に
な

り
ま
し
た
。　
　

　

②
時
間
預
託
点
数
目
標　

　

を
１
９
０
０
点
と
す
る

　

時

間

預

託

点

数

は

１
９
８
７
点
で
前
年
比
約

10
％
の
増
加
、
送
迎
活
動
ニ
ー

ズ
の
高
ま
り
と
、
農
作
業
の

手
伝
い
が
増
加
に
つ
な
が
っ

た
と
判
断
し
て
い
ま
す
。

　

③
市
町
村
の
（
福
祉
）　
　

　

総
合
事
業
の
情
報
収
集　

　

に
努
め
、
積
極
的
に
、　
　

　

関
わ
っ
て
い
く

　

同
事
業
に
関
わ
る
処
ま
で

は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

二
カ
所
の
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
と
つ
な
が
り
が
で
き
、

会
員
増
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

④
信
越
エ
リ
ア
拠
点
交　

　

流
会
に
積
極
的
に
参
加　

　

し
、
エ
リ
ア
内
で
切
磋　

　

琢
磨
し
助
け
合
う

　

昨
年
12
月
19
日
に
開
催
・

参
加
し
ま
し
た
が
、
厳
し
い

状
況
報
告
が
多
く
、
助
け
合

う
と
い
っ
た
処
ま
で
至
り
ま

せ
ん
で
し
た
。　
　
　

　

⑤
11
月
に
開
催
の
真
田　

　

地
域
消
費
生
活
展
に
参　

　

加
し
、
ナ
ル
ク
を
地
道　

　

に
ア
ピ
ー
ル
す
る

　

昨
年
11
月
17
日
に
開
催
・

参
加
し
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た

が
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
も

同
時
に
出
展
し
た
た
め
、
お

よ
び
他
部
署
の
応
援
も
あ
り
、

ア
ピ
ー
ル
に
集
中
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

⑥
拠
点
の
会
報
紙
「
ナ
ル

　

ク
千
曲
川
」
の
継
続
発
行

　

第
64
～
68
号
ま
で
計
画
ど

お
り
発
行
し
情
報
の
発
信
が

で
き
ま
し
た

　

⑦
休
眠
会
員
対
策
の
「　

　

お
か
ず
作
り
隊
」
、
「
片　

　

づ
け
隊
」
を
発
足
し
会　

　

員
同
士
の
助
け
合
い
を　

　

は
か
る

　

「
お
か
ず
作
り
隊
」
は
3
回

実
施
、
煮
物
や
コ
ロ
ッ
ケ
作

り
を
通
じ
て
、
高
齢
・
単
身

世
帯
に
提
供
で
き
喜
ば
れ
ま

し
た
。
ま
た
「
片
づ
け
隊
」

は
2
回
出
動
、
会
員
宅
の
断

捨
離
を
実
施
し
ま
し
た
。　

　

⑧
サ
ロ
ン
活
動
・
同
好　

　

会
活
動
を
、
推
進
者
を　

　

決
め
実
施
す
る

　

概
ね
実
施
で
き
ま
し
た
。

ボ
ウ
リ
ン
グ
は
得
点
も
上
が

り
会
員
個
人
の
技
術
も
上
が

り
ま
し
た
。
ま
た
温
泉
巡
り

で
会
員
同
士
の
親
睦
を
深
め

ま
し
た
が
、
参
加
会
員
が
固

定
化
す
る
傾
向
が
あ
り
、
も
っ

と
多
く
の
会
員
の
参
加
が
望

ま
れ
ま
し
た
。　

　

総
括
と
し
て

　

会
員
数
・
世
帯
数
は
増
え

過
去
最
高
を
記
録
、
時
間
預

託
点
数
な
ど
数
値
的
に
は
あ

る
程
度
の
プ
ラ
ス
の
成
果
を

残
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、

相
変
わ
ら
ず
退
会
会
員
が
31

名
と
多
く
、
歯
止
め
が
か
か

ら
ず
、
有
効
な
対
策
が
取
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

具
体
的
な
奉
仕
活
動
に　

　

つ
い
て

　

奉
仕
活
動
に
つ
い
て
は
４

項
目
を
決
め
実
施
し
ま
し
た

　

①
会
報
の
手
配
り
を
通　

　

じ
て
、
会
員
と
の
コ
ミ　

　

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
実　

　

施
す
る
。

　

会
の
通
信
費
の
支
出
を
抑

え
る
た
め
に
も
、
積
極
的
に

手
配
り
を
実
施
、
会
員
の
状

況
把
握
に
も
努
め
ま
し
た
。

　

②
千
曲
川
の
河
川
敷
清　

　

掃
を
協
賛
実
施
す
る

　

4
月
14
日
（
土
）
6
名
の

会
員
と
共
に
参
加
し
、
汗
を

流
し
て
き
ま
し
た
。
少
し
ず

つ
で
す
が
河
川
敷
の
ゴ
ミ
の

減
量
を
実
感
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。　

　

③
社
協
、
包
括
支
援
セ　

　

ン
タ
ー
、
真
田
地
域
ボ　

　

ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議　

　

会
の
行
事
に
積
極
参
加　

　

す
る

　

第
60
回
・
春
の
地
域
清
掃

ハ
イ
キ
ン
グ
、
ふ
れ
あ
い
広

場
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協

議
会
交
流
会
に
参
加
す
る
こ

と
に
よ
り
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
多
少
と
も
貢
献
で
き
る

態
勢
な
っ
て
き
ま
し
た
。　

　

総
括
と
し
て

　

活
動
そ
の
も
の
は
伸
ば
せ

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
へ
の
活

動
参
加
で
、
活
動
の
場
が
広

が
り
ま
し
た
。　

　

な
お
昨
年
の
総
会
以
降
に

逝
去
さ
れ
た
会
員
の
方
々
は
、

中
嶋
昭
様
、
大
久
保
国
子
様
、

井
出
弌
様
、
一
之
瀬
傑
司
様
、

塚
田
幸
子
様
、
高
橋
勝
江
様
、

田
中
い
く
子
様
、
鈴
木
美
代

子
様
、
金
井
時
雄
様
、
以
上

9
名
の
方
々
で
す
。
謹
ん
で

皆
様
方
の
ご
冥
福
を
心
よ
り

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

第
2
号
議
案　

　

２
０
１
８
年
度
会
計
決　

　

算
報
告　

　

次
頁
、
貸
借
対
照
表
・
活

動
計
算
書
の
通
り
報
告
い
た

し
ま
す
。　

第
3
号
議
案　

　

会
計
監
査
報
告

　

平
成
31
年
4
月
9
日
に
監

査
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
監

査
の
結
果
、
関
係
書
類
及
び

他
の
書
類
は
正
確
で
あ
り
、

内
容
は
適
切
で
あ
る
と
認
め

ま
す
。

　

平
成
31
年
4
月
9
日

ナ
ル
ク
上
田
・
千
曲

　

監
事　

柳
沢
利
喜
男

　

監
事　

山
嵜　

規
正

ナ
ル
ク
上
田
・
千
曲　

第
13
回
定
時
総
会
議
案

第
1
号
議
案　

２
０
１
８
年
度
活
動
報
告

が
ん
治
療

総
合
南
東
北
病
院
HP
よ
り

　

が
ん
組
織
は
正
常
組
織
に

比
べ
熱
に
弱
い
こ
と
が
証
明

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

が
ん
は
、
身
体
の
表
面
か

ら
深
い
臓
器
に
至
る
ま
で
ほ

と
ん
ど
の
組
織
に
で
き
る
病

気
で
す
。
温
水
な
ど
の
普
通

の
加
温
で
は
、
所
定
の
温
度

（
42
．
５
℃
以
上
）
に
高
め
る

こ
と
は
不
可
能
で
す
が
、
高

周
波
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
巧
み
に

利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
加

温
が
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
高
周
波
を
が
ん
組

織
と
正
常
組
織
に
同
時
に
加

え
て
も
正
常
組
織
は
血
管
が

拡
張
し
て
血
流
が
増
え
、
放

熱
し
や
す
い
が
、
が
ん
組
織

は
ほ
と
ん
ど
血
管
の
拡
張
が

無
く
、
血
流
が
少
な
い
た
め
、

蓄
熱
し
や
す
く
、
正
常
組
織

に
比
べ
高
い
温
度
が
保
て
ま

す
。

　

こ
の
特
性
に
着
目
し
、
生

ま
れ
た
治
療
法
が
温
熱
療
法

（
高
周
波
ハ
イ
パ
ー
サ
ー
ミ

ア
）
で
す
。

■ 

が
ん
細
胞
は
血
流
不
足

　

が
ん
細
胞
は
一
般
的
に
血

流
不
足
、
酸
素
不
足
の
た
め

代
謝
が
変
わ
り
乳
酸
が
た

ま
っ
て
酸
性
に
傾
き
、
そ
の

た
め
熱
に
弱
く
な
り
ま
す
。

が
ん
細
胞
は
相
互
に
連
絡
が

悪
く
、
正
常
細
胞
の
よ
う
に

高
温
に
耐
え
ら
れ
な
い
の
で
、

死
滅
し
ま
す 

。

が
ん
細
胞
は
正
常
細
胞
に
比

べ
て
pH
が
低
い
た
め
熱
に
弱

く
、
死
滅
し
や
す
く
な
り
ま

す
。

図　

加
熱
時
間
と
が
ん
細
胞
の
生
存
率

が
ん
細
胞
生
存
率

加熱時間 (分 )

42.5℃
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勘定科目
2017年度

金額
2018年度

金額
増減
金額

現金 83,582 37,725 -45,857
郵便貯金 971,769 1,256,628 284,859
［現金預金］ 1,055,351 1,294,353 239,002
【流動資産合計】 1,055,351 1,294,353 239,002
【資産の部】 1,055,351 1,294,353 239,002

【負債の部】 0 0 0

前期繰越正味財産額 911,687 1,055,351 143,664
当期正味財産増加 143,664 239,002 95,338
【次期繰越金】 1,055,351 1,294,353 239,002
【正味財産の部】 1,055,351 1,294,353 239,002
【負債・資本の部】 1,055,351 1,294,353 239,002

【Ⅲ　正味財産】

【Ⅰ　流動資産】
［１．現金預金］

【Ⅰ　流動負債】
【Ⅱ　固定負債】

貸借対照表

勘定科目
2018年度
予算金額

2018年度
実績金額

金額 実績/予算
2019年度
予算（案）

拠点交付金 234,000 232,500 -1,500 99.4 240,000
［会費収入］ 234,000 232,500 -1,500 99.4 240,000

時間預託活動寄付金 200,000 324,250 124,250 162.1 300,000
［受取寄付金］ 200,000 324,250 124,250 162.1 300,000

助成金 2,000 2,000 0 100.0 2,000
［受取助成金］ 2,000 2,000 0 100.0 2,000
［５．その他収益］
受取利息 0 9 9 0.0 0
［その他収益］ 0 9 9 0.0 0
【経常収益合計】　　　① 436,000 558,759 122,759 128.2 542,000

内部支出 43,000 47,650 4,650 110.8 47,450
旅費交通費 80,000 47,635 -32,365 59.5 100,000
通信運搬費 130,000 118,020 -11,980 90.8 140,000
消耗品費 40,000 38,842 -1,158 97.1 40,000
会議費 50,000 25,000 -25,000 50.0 50,000
ボランティア保険料 30,000 30,000 0 100.0 32,400
支払手数料 1,000 610 -390 61.0 2,000
水道光熱費 15,000 5,000 -10,000 33.3 5,000
雑費 20,000 7,000 -13,000 35.0 20,000
［その他経費］ 409,000 319,757 -89,243 78.2 436,850
［事業費］ 409,000 319,757 -89,243 78.2 436,850

予備費 15,000 0 -15,000 0.0 15,000
［予備費］ 15,000 0 -15,000 0.0 15,000
【経常費用】　　　　② 424,000 319,757 -104,243 75.4 451,850
【Ⅲ当期経常増減額】①-② 12,000 239,002 227,002 1,991.7 90,150

［Ⅵ当期経常外増減額］ 0 0 0 0.0 0
【Ⅶ当期正味財産増減額】③ 12,000 239,002 227,002 1,991.7 90,150
前期繰越金　　　　　　　　　④ 1,055,351 1,055,351 0 100.0 1,294,353
【次期繰越正味財産額】③＋④ 1,067,351 1,294,353 227,002 121.3 1,384,503

［１．事業費］

［４．予備費］

［Ⅳ経常外収益］
［Ⅴ経常外費用］

【Ⅰ　経常収益の部】
［１．会費収入］

［３．受取寄付金］

［４．受取助成金］

［Ⅱ　経常費用の部］

活動計算書

時間預託点数　（平成 31 年 3 月末までの累計　30 年度　１，９８７点　通算　１６，０９１点）

実績 提供活動 生活アド等 講師等 ①小計 1 コーディネート 事務所当番等 事務所提供 小計２ 合計 ②利用
　点数人数 点数 人数 点数 人数 点数 点数 人数 点数 人数 点数 人数 点数 点数 点数

２月 １４ １５３ － － １ ２ １５５ １ １ ５ １１ １ １５ ２７ １８２ 　０

３月 １１ １１０ － － － － １１０ ２ ４ ５ １７ １ １５ ３６ １４６ １０
奉仕活動点数　（平成 31 年 3 月末までの累計　30 年度　２３０点　通算　２，５４０点）

実績 福　祉 子育て 環　境 その他 NALC 活動 合　計 利用 総　計
人数 点数 人数 点数 人数 点数 人数 点数 人数 点数 点数 人数 点数 点数

２月 ３ ６ － － － － － － ３ ５ １１ － － １１

３月 － － － － － － － － ３ ５ 　５ － － 　５

２月３月のナルク上田・千曲のボランティア活動

　

時
間
預
託
活
動
に
つ
い
て

①
昨
年
同
様
、
新
し
い
仲
間
を
50

名
増
や
す
。

②
時
間
預
託
点
数
目
標
を

２
１
０
０
時
間
と
す
る
。
奉
仕
点

数
目
標
は
２
５
０
点
と
す
る
。

③
ナ
ル
ク
25
周
年
事
業
へ
の
積
極

的
な
参
加

④
会
報
紙
の
継
続
発
行

⑤
真
田
地
域
消
費
生
活
展
参
加

⑥
縁
の
会
の
実
施

⑦
「
お
か
ず
作
り
隊
」
・
「
片
づ
け

隊
」
の
継
続
活
動

⑧
サ
ロ
ン
活
動
・
同
好
会
活
動
を
、

推
進
者
を
決
め
実
施
す
る
。

サ
ロ
ン
上
田

（
推
進
者
：
内
田
雅
久
、
香
山
幸
江
）

サ
ロ
ン
千
曲
川

（
推
進
者
：
長
崎
安
子
）

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ　

（
推
進
者
：
倉
橋
重
松
）

ボ
ウ
リ
ン
グ

（
推
進
者
：
佐
々
木
司
）

免
疫
力
ア
ッ
プ
温
泉
巡
り　

（
推
進
者
：
倉
橋
重
松
）

　

奉
仕
活
動
に
つ
い
て

①
会
報
の
手
配
り
を
通
じ
て
、
会

員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

実
施
す
る
。

②
千
曲
川
の
河
川
清
掃
を
協
賛
実

施
す
る
（
4
月
13
日
予
定
）

③
社
協
、
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

真
田
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協

会
の
行
事
に
積
極
参
加
す
る
。

　　

第
5
号
議
案

　

２
０
１
９
年
度
予
算
（
案
）

　

次
頁
、
活
動
報
告
書
２
０
１
９

年
度
予
算
（
案
）
の
と
お
り
提
案

い
た
し
ま
す
。

第
6
号
議
案

新
年
度
運
営
委
員
選
出
（
案
）

代　

表　

内
田　

雅
久
（
留
任
）

副
代
表　

香
山　

幸
江
（
留
任
）

副
代
表　

滝
沢　

聖
子
（
留
任
）

事
務
局
長　

倉
橋　

重
松
（
留
任
）

会　

計　

井
澤　

貞
子
（
留
任
）

実
行
委
員　

千
野  

里
い
（
留
任
）

実
行
委
員　

山
口  

武
重
（
留
任
）

実
行
委
員　

長
崎  

安
子
（
留
任
）

実
行
委
員　

宮
崎
佐
喜
子
（
留
任
） 

実
行
委
員　

佐
々
木　

司
（
留
任
）

実
行
委
員　

橋
本　

保
子 

（
新
任
）

監　

事　

柳
沢
利
喜
男
（
留
任
）　

監　

事　

山
嵜　

規
正
（
留
任
）

任
期
は
２
０
２
１
年
総
会
ま
で

第
4
号
議
案

　

２
０
１
９
年
度
活
動
計
画
（
案
）

　

１
０
０
年
の
人
生
で
、
0
～
25

歳
は
肉
体
的
成
長
期
で
春
。
25
歳

～
50
歳
が
精
神
的
成
長
期
で
夏
。

50
歳
～
75
歳
は
成
熟
的
衰
退
期
で

秋
。
75
歳
～
１
０
０
歳
は
能
力
的

喪
失
期
で
冬
に
分
類
さ
れ
る
。

　

自
分
ら
し
く
活
き
る
た
め
の　

　

六
つ
の
知
恵

(1）
笑
顔
（
心
の
ゆ
と
り
）

　

よ
く
笑
う
人
と
あ
ま
り
笑
わ
な

い
人
の
寿
命
は
違
う
。

(2）
精
神
的
豊
か
さ
（
前
向
き
な
生  

　

き
方
）

　

年
を
取
る
こ
と
に
つ
い
て
良
い

イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
こ
と
。

(3）
つ
な
が
り
（
人
間
関
係
）

　

人
と
の
つ
な

が

り

状

態

に

よ
っ
て
寿
命
は

違
う
。
社
会
的

な
結
び
つ
き
や

支

援

の

大

切

さ
。

(4）
苦
あ
り
楽
あ

り
（
あ
り
が
と

う
の
心
）

　

苦
労
し
な
が

ら
活
き
て
き
た

人
と
そ
う
で
な

い
人
と
の
寿
命

は
違
う
の
か
。

人

生

を

導

く

の
は
「
現
実
」
で
は
な
く
「
心
」

で
あ
る
。

(5）
他
人
へ
の
貢
献
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　

ア
活
動
）

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
す
る
人

と
そ
う
で
な
い
人
と
の
健
康
状

態
は
違
う
の
か
？

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て

い
る
高
齢
者
ほ
ど
自
立
を
維
持

し
や
す
い
。

(6）
生
き
甲
斐
（
趣
味
な
ど
）

　

人
生
の
最
後
に
公
開
す
る
こ

と
、
あ
る
と
す
け
ば
そ
れ
は
何

で
す
か
？

　

趣
味
→
時
間
が
な
い
け
れ
ど

も
や
る
こ
と
。
若
い
と
き
か
ら

続
け
て
い
る
。

幸
せ
を
決
定
す
る
三
つ
の
要
素

(1)
遺
伝
子
要
因
(2)
環
境
(3)
意
図

的
な
活
動(

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動)

高
齢
者
の
健
康
に
つ
い
て

小 

林 

満 

子　
（
上
田
市
・
看
護
師
）


